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図1-(3)各国の労働時間・休日・休暇の法的制度

出所：坂東真理子編著『図説世界の中の日本の暮らし」大蔵省印刷局、1992年。
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国 名 法定労働時間 時 間 外 労 働 休 日 労 働 時間外・休日労働
の 法 定 割 増 率 年次有給休暇

日 本
労 働 基 準
法

1日＝8時間
1週＝46時間

両更害等による臨時の必要がある場合
（労働基準監督署長への許可・届出）

(2)次の①及び②の要件を満たす場合
①労使協定の締結
②労働基準監督署長への届出
なお，協定の一定期間の延長時間につ
いて，（参考)の目安が大臣告示で示さ
れている。

(1)災害等による臨時の
必要がある場合（労
働基準監督署長への
許可・届出）

(2)次の①及び②の要件
を満たす場合
①労使協定の締結
②労働基準監督署長
へ の 届 出

①時間外労働-25％
②休日労働-25％

①最低付与日数-10日
②継続勤務1年ごとに

1 日 を 加 算
③最高20日を限度

アメリカ
公 正 労 働
基 準 法

1週 = 4 0 時間
（割増賃金の

計算基礎とし
て）

一般的規制なし 一般的規制なし ①時間外労働-5()％
②休日労働一規制なし

一般的規制なし

イ ギ リ ス 一般的規制な
し

一般的規制なし 一 般 的 規 制 な し 一 般 的 規 制 な し 一 般 的 規 制 な し

(旧 )西ド
イツ労働
時間法・
連 続 休 暇
法

1日＝8時間
1週＝48時間

(1)使用者の裁量による場合（年間30日を
限度とする｡）

(2)労働協約による場合
(3)監督署の認可による場合
(4)非常の場合

上 記 い ず れ も ， 1 日 2 時 間 を 上 限 と す
る

日祝日労働原則禁止 ①時間外労働-25％
②休日労働-規制なし

①8労働日
②原則連続付与（分割

する場合は連続1 2労
働日を確保)

フ ラ ン ス

労働法典
1週＝39時間 (1)企業委員会と労働監督署への通知（年

"130時間を限度。これを超えるとき
は，企業委員会の意見聴取，労働監督
署の認可を要す｡）

(2)労働協約等の場合
法定労働時間と合わせて，総労働時間
が1 B10時間以内,12週間平均で1週
46時間以内かつ1週48時間以内

週 休 日 （ 原 則 と して 日
曜 日 ） 労 働 原 則 禁 止

①時間外労働
1週 8時間まで 2 5 ％
1週8時間超50％

②休日労働
代償休日の有無等に
応じてO～1 0 0%

①2.5日労働日
（1カ月勤務につき）

②最高30労働日を限度
（1年勤務の場合）

③最低12労働日を連続
付 与

（24労働日を限度）
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蹄辱蝉絲迩程わく軽｣J』ﾄｰﾉ型′頃恕隠徐繩園畑画鰯雲蝋瀧嵯『唄釈隙一we朏狸′卜窒』J恕漠〈澤延e叶而抑』属桃起′
lfﾐ＜長叶′厘嘩『Karoshi [掴釈隠昨圃謹呈』鞭錘懇1俣損○叶′K豊頃釈隙睡鋼剛窯“『鋼独隠ll○知」4口厘玉里／

ﾛ 1

1頁＜長針′腫嵯『和吊揮AQ頃釈隠』負,ﾂ①塙呉1､訟、△葬一',l損長○叶′三‐<趣「国釈隠』J省那e紅単」独蕊丘霧ね′
｜貝呉○崎′匝『唱独隠禅"JJml司一削柵<e×夢、今j-筑』桿唱志l′｜長長11叶′酬圃頃釈隠如榊Ax･O慌遥e4K喋「、
特逆鼎鯉魯一一興釈隠・暎和異狸隅○-くe梛狸狸e叶冊j無紅忠菓玉呈4M' |*ﾐ長｜暗′判里′混哩細′櫛bJ州畦。

(ト） 独蓮紅鳴『釈軍国伽j「、特e釈遍督眠」即緋笹ヨ叶・用叶至′匝『恕逼鯉踵mNm』。ImH e釈電督躯」e釈翼堤ホドJ
型調独照準蝉押無′釈認母肥無・朧艘無迺坤偶J抽揮g担念′）｣卜Jや逆ミーく控「噌釈隠揮4K･jJ m骨』園｜皿e無叶如旺3
程。磑踵l仮くAJ S'r,迩蝉押無e鐺艘騨翼型′匝伽川く皿『ｰﾉ′＜ロ侭湛渠亦e竪謎牒喋通隠U抑畳ll○一隅長侭e川侭l11
1畏貝=<e111*e l如幽朴糧旦唄独隠』J頤狸●程無′昌箔′皿甜細鰕僻elll○-1<固糖隙但抑I長侭i1縛隅‐くe<-<g
｜＜迺雲・'皇遅喋頤e鮒装隠；ｰﾉ侭岬AJ3柄埠赤′櫛3J。

(”） 三-<控『調瓶隠->J省絲e砿出」珊川柵。

(o,） 庖韓型｜窟『釈弐迷型.』J悪刑ﾛ聖延」1禦揮′I R<<叶′111 1匝蚕|ﾑ。唄独隠徐繩面『噌釈隠』I隅匝蚕}全。匿韓蕊
｛画『頃釈隠,人j恕翼耀延j釈遍暉零弾′｜兵長○母′紐11柵。

(言） 三‐<姓『調釈隠AJ省無e瓶出』目平価蚕}ﾑ。騰終e4K『国持逆鼎距魯』図｜睡雪Iﾑ。
(貝）恕這細喋『国持e淑鍾蟹眠』汁笹目母皇′図隅￥一目用く価。三‐く鮭『頚恕隠』J省洲e脳出』K長四弐'二。
( S )  L. Mumford, rbch"ics ""dα〃"たα"o", 1934 [溜田製馬′講佃抑'腿′｜兵隅1111J] ｡ J. Le Goff, Temps de l'Eglis6
et temps du marchand, A'z"tz/es ESC, no.3 (1960)  [塀佃巡｜癌「無4Ke鯉亜』J題-<e進誕」「頤理』1<1<11m仰′1+ミギ暑
叶fﾐ亜] ｡ J. Pieper, MJsse〃卸風K"", Miinchen l965  [鐸堰|遮罫猯『無譽‘｣J騨蜘耀瀧ね朴繧拭過′I R<<lj+]｡  E.P.
Thompson, Time, Work-discipline and lndustrial Capitalism, PIzs/ & P"se", No.38 (Dec. 1967) . M. Ende, "O"0,
Stuttgart l973 H<mR長縛怠､馬「}+IW』ヨ仰穏冊Ⅲ理′｜貝判<叶] J. Le Goff, "''z9, Wo", & C"""だ”肋g〃f"んAges,
Chicago 1980._S. Kern, T"e C"""〃”乃加gα”助αce Z880-Z9Z8, Cambridge l983 [蝉蛍鱈k龍『塗亜e慨逗鼠」塊

司 需 b 毒 』 官

昌一 f , 討釧一四専旦』ぬ岬噂心魂

鯉箪露騨鰯鰯溌耀躍密蝉礎ﾘ；

督斜遜虚■1輔幅j｡]ふ唾孟応恥""-,,腿腱鱸時Ⅲﾖ艤睦渥egg<j "Wml幽,,嵩割く母] ｡ P. Ricoeur, rb,"5 " R死が, Paris l983 k<鶚姓馬睦睡』J淳鵬」蕪幽薄′｜長く早培]｡ A.Gorz,LEsCﾉ"加加s血Rz"Z" Raris l983 [拘留洲馬『Hnロハ一判〈趣赴<e掴』坦程JJ-<踵'i長く卿叶] ｡  P. Heritier, Aﾉb"ひg"@C7りぶα""gｵEｼ"P", Paris l988 [榊熊細冊韻雁『+ﾏ会々、卜'卜や1NH I-I､"ノー〈e"J K韓冊､理′IRRI叶] ｡ H. Applebaum, 7yieCb"c"/qf恥流A"cだ" "edir"4α"α〃り咋加, Albany l992. R. Pirker,丞愈〃tzc〃〃"aOﾙo"o加彪:動γKC"s"”""",…"…,……F…","H､w"",""鋼蔭｡L"d"":{…膳…弾くK齢』ﾖ仰謁細迎'IRh<1畔｡仰蹴留r<=､e釧皿轡､』叶冒ね′I R<1階'柾ヨ祭『塗砺e禅‘側思』丹竜渠伽′｜長く亘叶。鯉裁艇伽睦塾瓢連eね4KRj礁幽禅′I R<1<Jj+'三等狸鳴｢｢稚釈趣埜歴｣e制埋留』＝､↑、ロ鶚一一′I長く羊母。‘卜韓u雁『坦細語やく刺′i fg<<母｡垣『剛塑AJ"R--H悩州獺霊園型韓弄e穂輔』露叫細|腿′l兵長○母。塾韓撫洲『望国華e数蕊懸』〃ﾉ梼会#仁、ト細l腿′l･R俣○計′便田患『皿田堆誕』仰淵誕′ifﾐ長111母′ョ蕊111缶『血盟聖躍e靭卦』伽特Wm迎加I RRl1l母。＜・同会鷺入（舌伽冊穂呈碓）『歯題・籍馴・索壜-製思外人j瞳狐e_<無朴』縫匹伽迎′l長割1階′禅AJ鮒騨。

(雪） 匿班艇無『×,E,H-1卜入型Aj啼揮蝿」加増i､塾、△参一′l兵割1i母′目′隔早随。揮縛′函《、畠小型′『釈趣皿州Ⅲ』ドJ「荏艘章堆廼迩時罫」」J "U異ﾄﾉ3 ICINj侭入×知型･倉′諄菌湘圃′やい芦、ト′′ﾄﾏ小入、無AJドﾉ型′鍬釈遍塗睡迩踵艘置独遍塗躍蚕忰′や揮骨裡趨耕終型AJﾍﾐAJ櫛､/′寄りしや陣襲鐘堅′瑠削・紅煕送譽′填送禅AJ名順調晨嘩扣僖′思燕‘，の恥
S捜念旦悪窺和裳′国持砕猟米e%Ar,揮庵膿諒鎮耕里吊岬独趣埋睡罫塙鵡①具櫛g jJAJ{ W"WWWWMFw"･g･tRIMMMiX"":5". v" ｡%"。(菖）S､Linhart,FromIndustrialtoPostindustrialSociety：ChangesinJapaneseLeisure-Related ValuesandBehav‐l

ior,"eﾉb"γ"αjq〃tZPα"gsg戯"〔ﾉ彫s, Vol. 14, No.2 (Summer l988) .埋纒塙八｣農里飼且庵駅AJ｣I､ﾉ′繋ぐ口走願監欺謹鍵(Z閂磨く）剛胆特籍e鬮侭糧鞘割i長く舸塒′匝『削熱独趣里鱒心蝿燕製起e塵館』｜兵＜陶埼′瞳『fH胆特掛e幽鼠霊余毒』i -R<<母。
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